
 
 

第  章 公共交通の現状・課題                        
 

５－１．各交通モードの現状                       

津奈木町では、国道３号沿いを中心に路線バスが運行するほか、町外への広域交通を担う肥薩

おれんじ鉄道、町内全域の連絡を担う予約型乗合タクシー「つなぎタクシー」（以下、つなぎタク

シー）が運行しています。本町は「津奈木駅」を基軸とした、各公共交通網の発着や経由、乗り換

え点としての機能を担っています。 
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（１）肥薩おれんじ鉄道 

九州新幹線鹿児島ルートの開業に伴い、ＪＲ九州から経営移管された元鹿児島本線 八代駅～

川内駅を運行しています。町内の駅は津奈木駅の１か所となっています。 

 

 

駅名 種別 方面 便数 

津奈木駅 

普通列車 
上り（芦北・八代方面） 18 便 

下り（水俣・出水方面） 18 便 

おれんじ食堂 

（観光列車） 

夏ダイヤ 

（4月～8月） 

上り（芦北・八代方面）  2 便 

下り（水俣・出水方面）  1 便 

冬ダイヤ 

（9月～3月） 

上り（芦北・八代方面）  1 便 

下り（水俣・出水方面）  1 便 

＜利用状況・町の財政負担＞ 

肥薩おれんじ鉄道の津奈木駅における乗客者数は、沿線の高校などへの通学利用者が大半を占

めています。また、令和２年７月豪雨災害や新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年

度は急激な利用減少へと転じましたが、これ以降は徐々に回復しつつあります。一方、町の補助

額は、令和３年度に運行確保応援事業（県補助）の交付による一次的な減額があったものの、全

体的にみますと、令和２年７月豪雨や大規模な修繕工事などの影響により増額傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）タクシー事業 

 町内では、むつみ交通(株)がタクシー事業を展開しており、かつ「つなぎタクシー」の運行を

町から受託しています。町内は山間部が多いため空距離が長く非効率であることや、タクシー乗

務員の高齢化が喫緊の課題となっています。 

 

 

 

表 5-1 肥薩おれんじ鉄道運行概要 

表 5-2 利用者数（津奈木駅からの乗車数）       表 5-3 町補助額 
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（３）つなぎタクシー 

町内の海浜地区沿いを運行する路線バスの廃止や山間部の交通空白地域からの交通手段を確保

するとともに、持続可能な公共交通体系を再構築することを目的として、平成２７年１０月から

運行を開始しました。予約型乗合タクシーとして、路線を定めず、予約に応じて所定の乗降場所

間を最短経路で運行しています。 

令和４年１０月には、町外特定施設便における利用料金の引き下げを行いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用状況・町の財政負担＞ 

つなぎタクシーの利用者は、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度以降減少傾

向にあり、未だコロナ禍前の利用者数には回復していません。対策として、令和５年度に町外便

の運賃引き下げを実施したことにより、令和４年度からの利用者増加が見られました。 

また、町の補助額においては、運行事業者に完全委託した令和２年度以降の推移として、令和

３年度から令和５年度にかけ横ばいとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運行ダイヤ 

（１日８便） 

午前８時台便 町内全域 + 町外特定施設便（行き） 

午前９時台便 町内全域 + 町外特定施設便（行き） 

午前１０時台便 町内全域 

午前１１時台便 町内全域 + 町外特定施設便（帰り） 

午後０時台便 町内全域 + 町外特定施設便（帰り） 

午後２時台便 町内全域 + 町外特定施設便（帰り） 

午後３時台便 町内全域 

午後５時台便 町内全域 

運行区域 津奈木町全域・水俣市特定施設 

利用料金 

町内全域（106 箇所）  300 円／１乗車 

町外特定施設（2 箇所） 

※水俣市総合医療センター、岡部病院  
500 円／１乗車 

未就学児・乳幼児 無料 

予約方法 電話予約（平日 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分） 

表 5-5 つなぎタクシー利用者数 

表 5-４ つなぎタクシー運行概要 

表 5-6 つなぎタクシー町補助額 
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（４）路線バス（産交バス）                    

津奈木町を運行するバス路線は、国道３号を主に運行する「田浦水俣線」で、隣接市町間を結

んでいます。表４-７で示している系統は、県・津奈木町も含めた沿線市町が財政負担しながら運

行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用状況・町の財政負担＞ 

町内を運行する産交バスの年間利用者数は、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和 2

年度に大幅な減少がみられます。令和 5 年度では前年度に比べ利用者が増加していますが、新型

コロナ前にはまだ回復していません。 

本町は、路線バスを維持するための補助を行っていますが、新型コロナウイルス感染症の影響

による路線バス利用者の減少や燃油高騰に伴い、町の財政負担額の大幅な増加となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）スクールバス 

スクールバスは、遠距離通学の園児・小学生・中学生を対象に運行しています。 

 

表 5-9 スクールバス運行概要 

令和４年度 最大乗車定員 輸送人員（人） 経常費用（千円） 

１号車 29 人乗り 739 158 

２号車 46 人乗り 9,445 3,769 

３号車 29 人乗り 3,986 2,488 

計 104 人乗り 14,170 6,415 

 

路線・系統 
運行状況(日運行便数) 

平日 土日祝 

水俣産交～道の駅たのうら 16 便 12 便 

水俣産交～つなぎ温泉前 3 便 3 便 

水俣港～つなぎ温泉前 3 便 3 便 

表 5-8 産交バス利用者数・町補助額 

表 5-7 バス路線一覧（産交バス） 
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５－２．ニーズ調査                           

（１）地域公共交通に関する住民アンケート調査結果 

町民の外出状況や公共交通の利用状況などを明らかにし、潜在的な移動ニーズを把握するため、

アンケート調査を実施しました。 

調査対象 無作為抽出した 18 歳以上の町民 600 人 

方法 郵送による配布・回収 

調査期間 令和 5 年 7 月～8 月 

回収数 190 票（回収率 31.7%） 

 

 

１ 回答者の属性                                  

 回答者のうち最も多い年齢層は「70歳以上 23.5％」、次いで「60代 20.4％」となっており、 

居住地区として最も多い地区は「桜戸地区 11.3％」となっています。 

 また、ほとんどの人が免許を保持しており、そのうち 93.4％の人が「運転をやめるつもりがな

い」と回答しています。 

 

①年齢                ②職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

③地区 

 

 

 

 

 

 

 

④運転免許証の有無              ⑤運転に対する今後の意向 

 

 

 

 

 

※以下アンケート結果には、内容同等の

WEB アンケートによる回収票（6 票）

も含めています。 
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２ 日常のお出かけ                                   

まず、外出目的が通勤の場合について、週５回以上外出している人が半数を占め、出発は 7～8 時台、

帰宅は 17～18 時台と朝夕に集中しています。 

次に、通院について、町内には第２次医療圏がないため、熊本県内への外出が大半を占め、出発は8時

台・9 時台、帰宅は 10 時・11 時台と午前中に集中しています。 

また、買い物について、ほとんどの人が週１回以上外出しており、出発は 9 時～12 時、帰宅は 11 時～

18 時と日中の移動が主体となっています。 

いずれの外出目的においても、自家用車で外出する人が 8 割以上を占めている状況です。 

 

①お出かけ回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

②移動手段ランキング 

順位 通勤・通学  n=138 通院        n=133 買い物     n=172 

１ 自家用車  84.1％ 自家用車  91.0％ 自家用車  86.5％ 

２ 徒歩   5.1％ つなぎタクシー   2.3％ 自転車   5.9％ 

３ 自転車   4.3％ バイク・原付   2.3％ 徒歩   3.5％ 

 

③主な行き先 

 

 

 

 

 

④お出かけ時間ランキング 

順

位 

 通勤   n=112  通院   n=102 買い物   n=131 

出発時間 帰宅時間 出発時間 帰宅時間 出発時間 帰宅時間 

1 8 時 42.0％ 18 時 44.5％ 8 時 33.3％ 11 時 30.4％ 10 時 26.0％ 17 時 16.1％ 

2 7 時 34.8％ 17 時 23.6％ 9 時 23.5％ 10 時 18.5％ 9 時 13.0％ 18 時 15.3％ 

3 ～6 時 18.8％ 19 時～ 16.4％ 10 時 10.8％ 12 時 13.0％ 17 時 10.7％ 15 時 13.6％ 

4 9 時  1.8％ 16 時  4.5％ 14 時 8.8％ 17 時   8.7% 11 時 8.4％ 11 時 12.7％ 

5 10 時  1.8％ 15 時  2.7％ 16 時 6.9％ 13 時   7.6% 12 時  8.4％ 12 時  11.0％ 
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３ つなぎタクシーについて                             

つなぎタクシーの存在は町民に浸透しつつありますが、「自分で自家用車・バイク等を利用でき

る」といった理由で、未だ利用促進に至っていない状況となっています。満足度については「ど

ちらかといえば不満」が多くを占め、「土日祝日の運行」「自宅への送迎（ドア to ドア）」を改善

策として求める要望が多く上がっています。 

①認知度                   n=194      ②料金                    n=178 

 

 

 

 

 

 

 

 

③満足度           ④改善策                  n=161 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

⑤利用登録の有無         ⑥利用登録しない理由    

 

 

 

 

 

 

 

⑦登録者の利用頻度                ⑧主な目的地   
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⑨今後の登録意向          ⑩つなぎタクシー乗車までの徒歩圏内   n=170                         

 

 

 

 

 

 

 
 

 

４ 路線バス・肥薩おれんじ鉄道について                       

それぞれの満足度は、「どちらかといえば不満」が多くを占め、改善点として「改善してほしい

と思うところはない」が一番多く、次いで「運行本数の見直し」を求める要望が多く上がってい

ます。 

①路線バスの満足度     ②路線バスの改善点             n=178 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

③鉄道の満足         ④鉄道の改善点               n=162 
 

 

 

 

 

                           

 

 

５ 将来の移動手段について不安に感じること                     

 年齢を重ねた将来の不安として、「自分や家族が車を運転できなくなる」が一番多くを挙がって

います。 

 

 

 

 

n=185   
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６ 今後の運行維持のための改善策                          

 公共交通全体の運行維持のために「よく乗る人が得をする仕組み」「１日に何回も乗れる料金の

仕組み」「利用料金が高い」の順で改善を求める要望が多く挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種公共交通の改善策内訳 

順位 改善策 割合 

路
線
バ
ス 

1 1 日に何回も気軽に乗れる料金の仕組み 10.4％ 

2 朝・夜の便を増やす 10.1％ 

3 休日のお出かけに便利な便を運行 9.4％ 

4 ＩＣカードの利用を可能にする 9.4％ 

5 バス停～自宅・店の間の移動を便利にする 9.1％ 

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道 

1 ＩＣカードの利用を可能にする 12.0％ 

2 朝・夜の便を増やす 9.7％ 

3 休日のお出かけに便利な便を運行 8.9％ 

4 よく乗る人が得をする仕組み 8.5％ 

5 １日に何回も気軽に乗れる料金の仕組み 8.5％ 

一
般
タ
ク
シ
ー 

1 利用料金が高い 22.3％ 

2 よく乗る人が得をする仕組み 17.4％ 

3 1 日に何回も気軽に乗れる料金の仕組み 9.2% 

4 ＩＣカードの利用を可能にする 6.5% 

5 お年寄り向け時刻表やマップ 4.3% 

つ
な
ぎ
タ
ク
シ
ー 

1 利用方法を分かりやすくＰＲする 14.3% 

2 よく乗る人が得をする仕組み 10.3% 

3 1 日に何回も気軽に乗れる料金の仕組み 10.3% 

4 時間かけても、住む地区内を細かく回る 8.6% 

5 行先をもっと増やす 8.3% 
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７ その他意見・アイデア                                                                

各種地域公共交通 

・バス停の名前などではわからないのでマップが欲しい。ネットへの掲載もしてほしい。 

・一度すべて縮小して維持できる状態を確保し、それぞれの手段に特徴・役割を持たせる。 

・子育て世代や高齢者、それぞれで用途や目的が異なるため、「この交通機関のサービスはこの世代に

フォーカスしている」といった細やかな仕組みづくりが必要。 

・免許証を自主返納した者の優遇（各種公共交通の割引ＥＴＣ）。 

・レンタサイクルの設置をする（観光客の移動手段など）。 

・スクールバスの平国・赤崎から文化センターへのルートについて、一般の方も乗れるようにすると時間が

かなり助かる。 

・早めのタイヤ交換、雨降った時の傘立ての整備、時間の早めの送迎、道路の不備のお知らせをする。 

・自家用車を持つ町民に乗合可能車両登録してもらい、アプリによる乗合運行してもらう。 

・バスや鉄道は買い物して重いものを運ぶのが大変だし、行った先も歩かなくてはいけない。 

・・医療機関への乗合は感染症の不安があり、個別にタクシー割引券等を検討してほしい。 

路線バス 

・「みなくるバス」のようなループバスがほしい。 

・利用者確保のため、料金を下げるより、利用のしやすさを上げることが必要。 

・需要は必ずあるので路線廃止にはしないでほしい。 

つなぎタクシー 

・スマホから予約可能になると、本人だけでなく家族が代わりに手伝って気軽に予約できる。 

・子どもでも安心して乗れるように運行、利用方法を見直してほしい。 

・平国地区の高校生は、バイクの免許取得まで高校への親の送迎が必要となるため、その時間帯や休

日の部活動等で利用できれば必ず使用する。少人数だが通学時は毎日の使用となる。 

・学生や保護者への周知。夏休みの移動手段や学校から習い事への送迎（帰りは保護者対応）。 

交通×観光 

・電車、バス、タクシーなどをうまく利用できる施設（熊本交通センター跡「サクラマチ」など）の建設。 

・地域おこし協力隊やアーティストを活用した町民参加型イベントの開催や交通手段としての利用。 

・月１回のイベントなどの開催。 

・バスや鉄道において、観光対応で構わないので毎日一時間１本ペースで運行してほしい。 

・話題性のため、車両を「となりのトトロ」の猫バスにラッピングする。 

町の現状 

・町には医療機関が１つしかなく、近隣の病院に頼っている現状もある。 

・津奈木駅のトイレは作り直した方が良い。 

・「つなぎ百貨堂」や「よりみち」など商業的なものがバラバラで導線が悪い。 

・津奈木町の商業施設や・商品の品揃えが少なく、近隣の芦北町は乗合バスも充実している。 

・車いすになって知ったことだが、車がないととても住みにくい。 

・Ｕｂｅｒの普及。 

・地域交流のため、高齢者が気軽に外出する機会を創出する。 

・免許を返納したいが、移動が不便なためやむを得ず更新している。 
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（２）交通事業者ヒアリング調査 

 地域公共交通における定性的な利用特性や、現在抱えている課題、利用者などから寄せられて

いる意見・要望などを把握するため、令和６年２月にヒアリング調査を行いました。 

①路線バス                                産交バス(株) 

ア）課題 

 ・運転士不足 

採用強化の取り組みにより採用者数は増加しているものの、退職者数と相殺され必要数を

確保することが出来ていない状況。他営業所からの応援・協力により運営を維持できてい

るが、今後さまざまな媒体への露出を増やし、より一層の採用強化に努める必要があると

感じている。 

・高齢化に伴い、今まで乗車されていたお客様も乗車がなくなったと感じている。 

イ）利用者や町民からの意見・要望 

 ・現時点、町民から乗務員及び営業所への要望・意見は寄せられていない。 

ウ）今後計画している事業 

 ・今後計画している事業は、産交バス(株)を含む県内交通事業者が販売している乗り放題き

っぷ『わくわく１Ｄａｙパス』のエリア拡大を検討している。現在、当該地域は利用エリ

ア外となっているため、利便向上に向けて取り組みたいと考えている。 

・今後の計画を進めるにあたり、地域の公共交通をどう維持するのかという根本的な部分の

検討が必要と考えている。現在、鉄道とバスが並行して運行しており、利用目的にあわせ

て使い分けされていると推測できるが、地域の利用者数及び需給バランスを考慮すると、

鉄道とバスが重複して存在する意味が薄れている。今後持続可能な公共交通という観点か

らは、鉄道を幹線としてフィーダー路線をバスだけではなく、利用用途に合わせ他の交通

モードを含めた交通網を構築するため、官民連携で進めていければと考えている。 

・実施予定および検討中の具体的な改正内容は以下のとおりである。 

令和 6年 4月～  つなぎ温泉線 減便及び発時刻変更 

            たのうら線減便及び発時刻変更 

※今後、バス停位置の調整次第で、つなぎ温泉線 3号線一部ルート変更予定 

エ）行政への要望 

 ・免許返納制度の促進を行政からも行い、特典として「くまもんＩＣカード」発行を行って

ほしい。 

・つなぎ温泉線(水俣港～つなぎ温泉)津奈木町民及び獅子島からのフェリー新船も予定され

ているので、路線維持の利用促進。 

・バスの利便性を向上させるためには改善が必要。予算や設備などの問題もあるため、住民

と行政が協力して取組んでほしい。また、財政面においても出来る限りのご支援をお願い

する。 
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②一般タクシー                             むつみ交通(株) 

ア）現状・課題 

・現時点での人員は充足しているが、乗務員の高齢化により今後不足になる可能性あり 

イ）利用者や町民からの意見・要望 

 ・午前 10 時～11 時頃がタクシーの利用が集中しており、なるべく待たないでいいように改

善してほしい 

ウ）行政への要望 

 ・乗合タクシーの乗降場所を増やすと一般タクシー利用者の減少につながる 

 ・免許証を返納したら乗合タクシーの回数券がもらえるけど、乗合タクシーを利用しない人

にはタクシーの利用券の配布を検討してほしい 

 

③予約型乗合タクシー「つなぎタクシー」                  むつみ交通(株) 

ア）現状・課題 

・現時点での人員は充足しているが、乗務員の高齢化により今後不足になる可能性あり 

イ）利用者や町民からの意見・要望 

・町外での乗降を他の医療機関（緒方眼科など）を乗降場所に追加してほしい 

・三号線沿いの利用者向けに乗降場所を増やしてほしい 

・自宅まで送迎してほしい 

・水俣市特定施設行き便の増設をしてほしい（午前 11時や午後 1時など） 

ウ）行政への要望 

 ・利用者を増やすため、情報発信に協力してほしい（お試しチケット 1回分等の配布など） 

 

④肥薩おれんじ鉄道                        肥薩おれんじ鉄道(株) 

ア）現状・課題 

 ・人材不足（特に技術系については応募も少なく厳しい状況） 

イ）利用者や町民からの意見・要望 

 ・運行本数を増やしてほしい 

・最終列車を今より遅くしてほしい 

・新幹線とのダイヤ接続をよくしてほしい 

ウ）今後計画している事業 

 ・キャッシュレスシステム（VISA タッチ）等の導入を検討中 

エ）行政への要望 

・循環バスや乗り合いタクシーなどのダイヤ改正を行う場合、弊社との接続（待ち時間）を 

スムーズにし、利用者の増加を図りたい。 

・定期外（沿線外）の利用促進を図るため、イベントなどと連携し、あわせて PR を強化して 

いきたい。 
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５－３．地域公共交通の課題整理                        

前述の地域及び地域公共交通の現状や上位・関連計画におけるまちづくり・公共交通施策の方

向性より、津奈木町の地域・社会的な問題や公共交通の抱える課題を整理します。 

 

（１）増加する移動困難者に配慮した公共交通体系の確保・維持 

＜現状・問題点＞  

第４章内アンケート結果でみられるように、買い物での外出時は自家用車での移動が大半を占

めています。更に町の総人口や路線バス利用者数なども減少を続け、現在の公共交通サービスを

確保していくことが難しくなります。 

今後、現状の公共交通サービスを維持できなくなった場合、運転免許をやむを得ず更新しなけ

ればならない人を中心とした生活環境の悪化や地域活力の低下などにつながる可能性があります。 

＜課題＞ 

 自らの交通手段を持たない人においては、家族による送迎での外出が多く、こうした移動の制

約によって日常生活における生活の質が低下しないよう、今後、さらに増加する高齢者などに配

慮した公共交通が必要となっています。また、今後は事業者間での競争ではなく、利用者視点で

共創する考えのもと、事業者間で手を携え、持続可能な移動手段を模索・提供していくことが求

められています。 

 

（２）財政負担額の抑制 

＜現状・問題点＞ 

 第４章内各交通モードの現状でみられるように、本町の公共交通に対する財政負担額は路線バ

スを中心に年々増加傾向にあります。 

＜課題＞ 

財政負担額は、公共交通の赤字額に対する補填ではあるものの、公共交通の利便性を高めてい

くための必要な経費でもあります。公共交通の持続可能性を確保するためには、利便性と効率性

のバランスを取りながら、財政負担額の抑制を進めることが必要です。 

 

（３）通学送迎から公共交通への転換に向けた利便増進 

＜現状・問題点＞ 

 第４章内肥薩おれんじ鉄道の現状をみますと、通学定期による乗客者数は減少傾向にあります。

さらに、今後、通学時における公共交通利用は減少することが予想されます。 

 また、高校生の学校までの送迎による保護者の負担が大きくなっており、通学時間および休日・

長期休暇期間における公共交通利用転換への意向が高くなっています。 

＜課題＞ 

 公共交通の利便性や快適性を向上させ、保護者による送迎からの転換を図ることが必要になり

ます。また、通学時の経済負担が受容できる範囲であることが重要であるため、費用負担の面で

も満足度の高い施策の検討が必要です。 
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（４）自家用車に依存しないための公共交通の利便増進 

＜現状・問題点＞ 

 第４章内住民アンケート調査結果をみますと、今後の地域公共交通における運行維持対策とし

て、多い順から「よく乗る人が得をする仕組み」「１日に何回も乗れる料金の仕組み」「利用料金

が高い」と改善を求める声が挙がっています。 

＜課題＞ 

 地域公共交通における利用者数を向上させるためには、公共交通を利用していない人に対し、

公共交通の利用ハードルを下げることによる利用の定着を図る施策の検討が必要です。 

 特に、様々な公共交通機関を乗り継いで利用する際に、利用者にとって利便性の高い運賃施策

の検討が必要となっています。 

 

（５）交通事業者の人材確保 

＜現状・問題点＞ 

交通事業者ヒアリング調査でみられるように、交通事業者が抱える人員不足は深刻化しており、

ハローワークや事業者ホームページでの求人だけでは、十分な応募が得られていない現状です。 

＜課題＞ 

地域公共交通ネットワークを支えていくためには、交通事業者の担い手を確保していくことが

重要になっていきます。 

 

（６）交通事業者とまちづくりとの連携 

＜現状・問題点＞ 

 本町の観光客は、新型コロナウイルス感染症拡大前の数値へ回復傾向にあります。一方で、観

光客を含めた来訪者の観光地や目的地までの移動手段が少ない状況にあります。 

＜課題＞ 

人の交流の活発化に向けた観光客などの来訪者の移動の利便性や回避性の向上を図る施策の検

討が必要となっています。また、上位計画の「第１０期津奈木町振興計画」との整合性を図り、

外出機会の増加につながる、まちのにぎわいの創出を図ることも重要となっています。 

 

（７）利用者に分かりやすい運行情報の提供と利用促進 

＜現状・問題点＞ 

これまで公共交通の啓発活動に取り組んできましたが、第４章内アンケート結果における各種

公共交通の改善策をみますと、地域公共交通への関心があまりない現状です。 

また、つなぎタクシーにおいて、運転免許証自主返納者支援事業を行っていますが、自動車運

転免許証返納は進んでおらず、移動手段がないため免許を返納したくても返納できないとの意見

もあがっています。 

＜課題＞ 

今後も継続的に啓発活動に取り組みつつ、公共交通への関心の更なる喚起を行い、実際の利用

に繋げていくことが必要です。また、スマートフォンの普及により、インターネットの使用環境

が概ね整っているため、多様な情報媒体を活用した運行情報の提供や周知が必要となっています。 


